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【昨日の市況概要】 公示仲値 114.27

USD/JPY EUR/USD EUR/JPY USD/CHF GBP/USD AUD/USD
TKY  9:00AM 114.07 1.0620 121.13 1.0165 1.2578 0.7458
SYD-NY High 115.37 1.0630 121.80 1.0214 1.2620 0.7496
SYD-NY Low 114.02 1.0531 121.06 1.0154 1.2554 0.7435
NY 5:00 PM 115.36 1.0560 121.78 1.0170 1.2576 0.7455

USD/JPY Volatility 1M ATM (NY Close Lvl) 11.83/12.58 Δ25RR 0.868 Yen Call Over
NY DOW 19,756.85 142.04 債券市場 日本2年債 -0.1790 -             
NASDAQ 5,444.50 27.14 日本10年債 0.0610 1.2bp         
S&P 2,259.53 13.34 米国2年債 1.1329 2.3bp         

日経平均 18,996.37 230.90 米国5年債 1.8906 5.3bp         
TOPIX 1,525.36 12.67 米国10年債 2.4675 6.0bp         【ドル円相場】 【対円騰落率（日次）】

ｼｶｺﾞ日経先物 19,255 375.00 独10年債 0.3650 ▲1.7bp      　
ﾛﾝﾄﾞﾝFT 6,954.21 22.66 英10年債 1.4530 7.1bp         
DAX 11,203.63 24.21 豪10年債 2.8150 8.3bp         

ﾊﾝｾﾝ指数 22,760.98 ▲ 100.86 為替市況 USD/CNH 6.9282 0.0158
上海総合 3,232.88 17.52 ドルインデックス 101.59 0.49

USDJPY 3M Vol 12.20 0.35% 商品市況 CRB指数 191.979 0.57
USDJPY 6M Vol 12.36 0.27% NY金 1,161.90 ▲10.50
EURJPY 3M Vol 11.46 0.05% WTI 51.500 0.66
EURJPY 6M Vol 13.51 0.20% Dubai Spot 51.29 1.07

*: 直近気配値（Not official close）

　

　

【予想レンジ】
通貨ペア
想定レンジ

【マーケット・インプレッション】

担当：高野・森谷

当資料は情報提供のみを目的として作成したものであり、特定の取引の勧誘を目的としたものではありません。当資料は信頼できると判断した情報に基づいて作成されています
が、その正確性、確実性を保証するものではありません。ここに記載された内容は事前連絡なしに変更されることもあります。投資に関する最終決定は、お客様ご自身の判断で
なさるようにお願い申し上げます。また､当資料の著作権はみずほ銀行に属し､その目的を問わず無断で引用または複製することを禁じます。
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【昨日の指標等】
Date Time Event 結果 予想
12月9日 10:30 中 CPI/PPI(前年比) 11月 2.3%/3.3% 2.2%/2.3%

16:00 独 経常収支/貿易収支 10月 €18.4B/€19.3B €22.0B/€22.0B
18:30 英 貿易収支 10月 -£1,971M -£4,300M

12月10日 0:00 米 卸売在庫・確報(前月比) 10月 -0.4% -0.4%
0:00 米 ミシガン大学消費者マインド・速報 12月 98.0 94.5

【本日の予定】
Date Event 予想 前回
12月12日 8:50 日 機械受注(前月比/前年比) 10月 1.1%/-4.9% -3.3%/4.3%

8:50 日 国内企業物価指数(前月比/前年比) 11月 0.3%/-2.3% -0.1%/-2.7%
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伊大手銀の救済計画完了期限延長をECBが否定したとの報道を受けてﾕｰﾛ売りﾄﾞﾙ買いが再燃する中､ﾄﾞﾙ円は114円台前半から115.27ま
で上昇し､115.24ﾚﾍﾞﾙでNYｵｰﾌﾟﾝ｡朝方は利益確定のﾄﾞﾙ売りなどもあり､ﾄﾞﾙ円は114.62まで下落するが､OPEC･非OPEC会合を週末に控え
WTIが堅調に推移したことや､米12月ﾐｼｶﾞﾝ大学消費者ﾏｲﾝﾄﾞが2ヵ月連続で大幅上昇すると反発｡同指標結果は消費者がﾄﾗﾝﾌﾟ次期大統領
の経済政策についてﾎﾟｼﾞﾃｨﾌﾞな評価をしていることを示唆し､その後米長期金利､ﾀﾞｳ平均も堅調な推移となったことからﾄﾞﾙ円は高値の
115.37まで上昇｡その後は週末を控えてﾎﾟｼﾞｼｮﾝ調整と見られるﾄﾞﾙ売り意欲も見られ､結局115.36ﾚﾍﾞﾙでｸﾛｰｽﾞした｡一方ﾕｰﾛﾄﾞﾙは上記報
道を受けて1.06台を割り込み1.0552ﾚﾍﾞﾙでNYｵｰﾌﾟﾝ｡米長期金利の低下を受けて1.0580付近まで値を戻すが､予想以上にﾊﾄ派であったﾄﾞﾗ
ｷﾞECB総裁の会見の余韻もあり､再びﾕｰﾛ売りが強まったことや､米長期金利の反発もあり安値の1.0531まで下落｡週末を控えてのﾎﾟｼﾞｼｮﾝ
調整もあり､その後ﾕｰﾛﾄﾞﾙは1.0560まで戻してｸﾛｰｽﾞした｡
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東京時間のﾄﾞﾙ円は114.07ﾚﾍﾞﾙでｵｰﾌﾟﾝ｡前日海外時間から米長期金利が上昇基調にある中､ﾄﾞﾙ買い優勢の展開が続きﾄﾞﾙ円は一時
114.57まで上昇｡中国11月CPI/PPI(前年比)はともに市場予想を上回る良好な結果となったが､発表直後の市場の反応は限定的なものと
なった｡ﾄﾞﾙ円は114円台半ばから一段と上値を追う展開とはならなかったものの､日経平均株価が昨年12月30日以来となる19,000円台まで
上昇した事等を背景に底堅い推移が継続｡114円台前半での狭いﾚﾝｼﾞ内での推移が続き､結局114.43ﾚﾍﾞﾙで海外市場に渡った｡(東京
15:30)
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ﾛﾝﾄﾞﾝ時間のﾄﾞﾙ円は堅調推移となった｡114.43ﾚﾍﾞﾙでｵｰﾌﾟﾝ｡特段大きな材料がない中､ﾛﾝﾄﾞﾝ時間は米長期金利が再び上昇し､ﾄﾞﾙ円はこ
の流れを受けｽﾄｯﾌﾟを巻き込み10か月来の115.27まで買われた｡115.24ﾚﾍﾞﾙでﾆｭｰﾖｰｸへ渡った｡ﾎﾟﾝﾄﾞﾄﾞﾙは狭いﾚﾝｼﾞ内での推移となった｡
1.2596ﾚﾍﾞﾙでｵｰﾌﾟﾝ｡英10月貿易収支の赤字が97億1100億ﾎﾟﾝﾄﾞ(予想118億ﾎﾟﾝﾄﾞ, 前回138億3,200万ﾎﾟﾝﾄﾞ)と改善されていたことを好感し
1.2620の高値を付けた｡しかし､その後は全般的なﾄﾞﾙ買いにﾎﾟﾝﾄﾞの上昇は抑えられた｡1.2588ﾚﾍﾞﾙにてﾆｭｰﾖｰｸへ渡った｡(00531 444 179 ﾛﾝ
ﾄﾞﾝﾄｰﾙﾌﾘｰ 西海)

先週金曜日の海外市場のドル/円は上昇した。米長期金利の上昇に連られ、ドル円は115円台乗せを示現。その後もドル円は発
表された米ミシガン大学消費者マインドが良好な結果となったことや、堅調な原油価格、米株式市場にサポートされ、115.37まで
上伸し、115.36付近でクローズ。尚、本日東京時間、朝8時時点では115.47まで上値を伸ばしている。本日のドル円は底堅い展
開を予想する。10日にOPEC、非加盟国間で原油の協調減産が合意されたことは原油相場をサポートすると同時に、インフレ期
待並びにグローバルでの金利上昇を後押ししよう。米株式市場も過去最高値を更新し、円安も進行する中、本邦株式市場も堅

調な展開が予想され、ドル円も底堅く推移するだろう。


